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基本目標２：結婚・出産・子育ての希望をかなえる

- 施策一覧 -



施策一覧 【基本目標２：結婚・出産・子育て】

【第２期】 【第３期（案）】

施策① 結婚の希望をかなえる

１ 結婚の希望をかなえるための婚活事業の推進

施策② 安心して子育てできる家族への応援

２ 子ども家庭支援体制の充実

４ 子育て支援強化のための地域交流施設「そだちの家」の活用

１ 健やか子育て誕生祝金・子育て支援金の支給

３ 仕事と子育ての両立の応援

施策① 出会う前から結婚まで切れ目のない支援

継続
１ 結婚の希望をかなえるためのライフデザイン・婚活支援

事業の推進

施策② 子育てに関する包括的な支援体制の構築

継続 １ こどもに関する総合的相談支援

継続 ２ 地域子育て支援拠点の設置

新規
３ 屋内遊び場の整備

調査検討委員会からの意見書を踏まえた施設整備

施策③ 子育て世帯の経済的負担の軽減

継続 １ 健やか子育て誕生祝金・子育て支援金の支給

新規 ２ 保育料の支援

新規 ３ 子ども医療費の助成

新規 ４ 給食費の支援

施策④ 仕事と子育ての両立支援

継続 １ 保育ニーズに対応した就学前の子どもの受け入れ環境整備

新規 2 児童クラブの運営

新規 ３ 放課後子ども教室の運営

※第３期施策体系に合わせた掲載順

物価高騰、子育て環境整備に
関するニーズの高まり

共働き家庭の増加、自由で
安全に遊べる場所の減少
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施策一覧 【基本目標２：結婚・出産・子育て】

【第２期】 【第３期（案）】

施策③ 子育てしながら働ける環境整備

１ 男女共同参画社会・女性活躍推進に向けた取組

施策④ 未来を創る子どもの育成

１ 企画力を育むプログラミング教育の促進

２ 地域への愛着を持ったグローバル人材の育成

３ 子どもの興味・関心を刺激し、可能性を育む幼児教育の推進

４ 子どもと向き合う時間を生み出す学校の働き方改革の推進

統合
「基本目標３_施策①誰もが活躍できるまちづくりの推進_ダイ
バーシティの推進」へ統合

非掲載 戦略には掲載しないが、着実に実施
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事業シート 【基本目標２：結婚・出産・子育て】
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事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

46%
（2020～2023）

45%
（2025～2030）

事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

407件
（2023）

500件

▼

戦略内容
（戦略記載文）

こども家庭センターを中心に、保健・医療・福祉・教育のネットワークを構築し、妊娠期から子育て期に
わたり切れ目ない総合的相談支援を行います。

具体的
事業内容

こども家庭センターの運営による総合的相談支援の実施
KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

学校、園、関係機関への
相談実件数

町教育未来課調べ

継 続

2-②-1 教育未来課

戦略策定時の
課題

・センターの活動の定着とともに、相談件数は増加してきており、子育ての孤独や不安に寄り添い、こ
どもに関する諸問題（児童虐待の顕在化、不登校児童生徒の増加など）に対応する事業の重要性が高
まっている。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

子育てに関する包括的な支援体制の構築

事業名 こどもに関する総合的相談支援

▼

戦略内容
（戦略記載文）

新発田市・胎内市との連携により、結婚を希望する人を対象とした出会いイベントや相談会等を引き続
き実施するとともに、新たに中学生から新社会人頃の若い世代に向けたライフデザイン支援を検討し
ます。
併せて、結婚の後押しとして住宅取得等に対する補助を実施することにより、出会う前から結婚までの
切れ目ない支援を実施します。

具体的
事業内容

・定住自立圏（新発田市・胎内市）との連携により、結婚を希望
する人に向けた出会いイベント、若い世代へのライフデザイン
講座等を実施
・国事業を活用し、結婚新生活の経済的支援（住宅取得等への
補助）を実施

KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

婚活イベント参加者の
平均カップル率（期間平均）

町総合政策課調べ（定住自立圏）

継 続

2-①-1 総合政策課

戦略策定時の
課題

・町民アンケートでは、未婚者（19～39歳）の77％が「結婚したいと思う」と回答しているが、うち
20％は「出会いがない」と回答しており、出会いの場の創出が課題である。
・経済産業省の調査では、婚活や結婚意欲が高まったきっかけは、「ライフプランを考えた時」という回
答が多いことから、若いうちからライフデザインを考える機会を提供することが重要である。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

出会う前から結婚まで切れ目のない支援

事業名
結婚の希望をかなえるためのライフデザイン・婚活支援事
業の推進



事業シート 【基本目標２：結婚・出産・子育て】

4

事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

3,424人
（2023）

4,000人

事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

― ―

▼

戦略内容
（戦略記載文）

調査検討委員会からの意見書を踏まえ策定する町の整備に係る基本方針（令和６年度内を目途に策
定）に基づき、屋内遊び場の整備を検討します。
施設整備に当たっては、いつまでも有意義で喜ばれる施設となるよう、調査検討委員会からの意見書
の内容に充分に配慮し、整備手法、場所、規模、内容等を検討します。

具体的
事業内容

・屋内遊び場の整備に関する調査検討委員会による整備方針
の検討
・調査検討委員会の意見書を踏まえ、町の整備に係る基本方針
を策定し、施設整備を実施

KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

― ※施設運営開始時点で改めて設定

新 規

2-②-3 総合政策課

戦略策定時の
課題

・冬期の降雪や猛暑などに左右されることなく利用できる全天候型の屋内遊び場のニーズが高まって
いる。
・町民アンケート結果では、整備の要否について「必要」と回答した方が75％であったことを受け、外部
委員を含めた調査検討委員会において、整備を実施する方向で検討を行っているが、整備方法（新設
又は既存施設の改修）によって、財政負担やオープン時期に違いがでることから、慎重な検討が求めら
れる。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

子育てに関する包括的な支援体制の構築

事業名 屋内遊び場の整備

▼

戦略内容
（戦略記載文）

地域交流施設「そだちの家」を、月曜日から金曜日までは子育て親子の交流等を促進する子育て支援
センター施設「すくすくサロンさくらんぼ」として開放し、子育てについての相談、情報提供、助言など
を行います。
土日は乳幼児とその保護者の屋内遊び場の一つとして開放します。

具体的
事業内容

地域交流施設「そだちの家」にて下記事業を実施
・月曜日から金曜日に、子育て支援センター「すくすくサロンさ
くらんぼ」として開放
・土日（祝祭日除く）に、屋内遊び場の一つとして開放

KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

子育て支援センター及び
屋内遊び場の利用者数

（年間延べ人数）
町子ども教育課調べ

継 続

2-②-2 子ども教育課

戦略策定時の
課題

・少子化や核家族化の進行、地域社会の変化など、子どもや子育てをめぐる環境が大きく変化する中
で、家庭や地域における子育て機能の低下や子育て中の親の孤独感や不安感の増大等に対応するた
め、子育て支援体制強化の重要性が高まっている。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

子育てに関する包括的な支援体制の構築

事業名 地域子育て支援拠点の設置



事業シート 【基本目標２：結婚・出産・子育て】
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事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

823万円
（2023）

740万円

事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

4,480万円
（2023）

5,660万円

▼

戦略内容
（戦略記載文）

０～２歳児の保育料については、国の基準額から町独自に軽減しているが、物価高騰の状況や子育て
環境整備に関するニーズ等に応じて制度の見直しを検討しながら、引き続き子育て世帯の負担軽減を
図ります。

具体的
事業内容

０歳児～２歳児の保育料を国が定める基準額から町独自に軽
減(国基準の多子軽減の対象拡大、保育料の国基準額からの減
額） KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

０～２歳児の保育料軽減額
（国基準比較）

年度決算額を基に町子ども教育課が算出

新 規

2-③-2 子ども教育課

戦略策定時の
課題

・物価高騰等により子育て世帯の経済的負担が増大しており、保育料負担軽減のニーズが年々高まっ
ていることを踏まえ、０～２歳児の保育料を国の定める基準額から町独自に軽減している。（令和６年
度時点で、第１子の場合は国基準から５～８割相当額を軽減）

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

子育て世帯の経済的負担の軽減

事業名 保育料の支援

▼

戦略内容
（戦略記載文）

出生率の向上と若者の定住を促進するため、第1子から健やか子育て誕生祝金を支給します。また、第
4子以降には、小学校入学前まで子育て支援金を支給します。

具体的
事業内容

・誕生祝金：第1子から第3子まで5万円、第4子以降10万円
・子育て支援金：第4子以降、小学校就学前まで1人あたり月額
5千円 KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

子育て誕生祝金・子育て支援金
の支給額

年度決算額

継 続

2-③-1 子ども教育課

戦略策定時の
課題

・本事業は子育ての経済的負担の軽減策として一定程度機能している。結婚・出産・子育ての希望をかなえる

子育て世帯の経済的負担の軽減

事業名 健やか子育て誕生祝金・健やか子育て支援金の支給



事業シート 【基本目標２：結婚・出産・子育て】
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事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

7,133万円
（2023）

6,490万円

事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

366万円
（2023）

330万円

▼

戦略内容
（戦略記載文）

給食費については、多子世帯の負担軽減や物価高騰による値上げ分の負担軽減を実施しているが、物
価高騰の状況や子育て環境整備に関するニーズ等に応じて制度の見直しを検討しながら、引き続き子
育て世帯の負担軽減を図ります。

具体的
事業内容

・3歳児から中学生までの第3子以降を養育する保護者に対し
て給食費の全額を支援
・令和5年度から値上げされた幼小中の給食費について、物価
高騰による値上げ分を町が負担

KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

第３子以降の給食費支援額 年度決算額

新 規

2-③-4 子ども教育課

戦略策定時の
課題

・物価高騰等により子育て世帯の経済的負担が増大しており、給食費負担軽減のニーズが年々高まっ
ていることを踏まえ、第3子以降の給食費の全額支援、令和5年度からは物価高騰による値上げ分の負
担軽減を実施している。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

子育て世帯の経済的負担の軽減

事業名 給食費の支援

▼

戦略内容
（戦略記載文）

18歳未満の子どもに係る医療費については、町独自で一部を助成しているが、物価高騰の状況や子
育て環境整備に関するニーズ等に応じて制度の見直しを検討しながら、引き続き子育て世帯の負担軽
減を図ります。

具体的
事業内容

18歳未満の子どもを対象に、下記負担額を超過する医療費を
助成
【負担額の概要】
・0～2歳　：負担額なし（通院・入院全額助成）
・3～18歳：通院 1日530円
　　　　 　　 　（同一医療機関で同月2回目以降は負担なし）
　　　　　　　 入院 1日1,200円

KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

子ども医療費助成額 年度決算額

新 規

2-③-3 保健福祉課

戦略策定時の
課題

・物価高騰等により子育て世帯の経済的負担が増大しており、子ども医療費負担軽減のニーズが年々
高まっていることを踏まえ、18歳未満の子どもに対し医療費の一部を助成している。（令和５年度から
は０～２歳の医療費全額を助成）

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

子育て世帯の経済的負担の軽減

事業名 子ども医療費の助成



事業シート 【基本目標２：結婚・出産・子育て】

7

事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

0人 0人

事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

0人
（2023）

0人 町子ども教育課調べ

▼

戦略内容
（戦略記載文）

保護者の仕事や病気などの理由により、小学校の放課後及び長期休業期間に保育が必要な小学１～６
年生の児童を対象に、各小学校区で児童クラブを運営し、生活の場を提供します。

具体的
事業内容

各小学校区での児童クラブの運営（蓮野、山倉、亀代）
KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

児童クラブの待機児童数
（年度累計）

新 規

2-④-2 子ども教育課

戦略策定時の
課題

・共働き家庭が増加する中で、小学校の放課後及び長期休業期間における保育ニーズが年々高まって
おり、児童クラブの登録者数は増加傾向である。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

仕事と子育ての両立支援

事業名 児童クラブの運営

▼

戦略内容
（戦略記載文）

入所希望者数の増加に対応し、待機児童の発生を未然に防ぐため、現状の私立認定こども園４園、町
立幼稚園１園のほか、新たに私立保育所１園（令和７年４月開園予定）を加えた体制を構築します。
また、令和４年度から導入している保護者との連絡システムを活用し、保護者の利便性向上、施設運営
の効率化を図り、家庭との連携強化を実現します。

具体的
事業内容

・就学前の子どもを受け入れる保育所等の整備
・保護者との連絡システムの活用（出欠連絡、登降園管理、お便
り配信など） KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

保育所等の待機児童数
(各年４月１日時点)

町子ども教育課調べ

継 続

2-④-1 子ども教育課

戦略策定時の
課題

・町においては、近年待機児童ゼロを継続しているが、令和５年度に実施した未入園児保護者へのアン
ケート結果では、０歳児～２歳児の入所希望者数が現状の定員数を上回り、現状の体制では待機児童
の発生が見込まれる。
・保護者の利便性向上、保育の質の向上の観点から、デジタル技術を活用した保護者との連絡体制の
構築が求められている。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

仕事と子育ての両立支援

事業名
保育ニーズに対応した就学前の子どもの受け入れ環境整
備

デ ジ タ ル
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事業番号 担当課

基本目標

施策名

20２４基準値 20３０目標値

102日
（2023）

180日

▼

戦略内容
（戦略記載文）

町内３小学校において、有償ボランティアによる自学や遊びの見守りを実施する「放課後子ども教室」
を運営し、放課後における子どもの居場所を提供します。（令和５年９月事業開始）
令和６年度までの試行期間で生じた課題を踏まえ運営体制の改善を図り、令和７年度から本格実施し
ます。

具体的
事業内容

町内３小学校における放課後子ども教室の運営
KPI（重要業績評価指標）

▶

ＫＰＩの算出方法等

放課後子ども教室運営日数 町教育未来課調べ

新 規

2-④-3 教育未来課

戦略策定時の
課題

・安全で自由に遊べる場所の減少、子どもが巻き込まれる犯罪の増加など、子どもを取り巻く環境の
変化により、安全・安心な放課後の居場所づくりのニーズが高まっている。

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

仕事と子育ての両立支援

事業名 放課後子ども教室の運営


